
開講年次 単位 時間 実務経験

２年次 1 30 有

授業概要

回数 授業方法

1 講義

2

3・４

5

6・７

8

9

10

11

12

13

14

15

テキスト

評価方法

先修条件

統合分野 在宅看護論

授業科目 在宅看護概論 必修
担当責任者

内海　綾音
花本冨貴子

　介護によって家族にもたらされるもの

　　在宅看護概論では、まずわが国における在宅看護の背景と現状について学び、
　在宅看護の目的、機能、対象、特徴などの全体像を理解する。その後、地域で
　生活しながら療養する人々（疾病や障害を持つ人々）、生活自立が困難で支援を
　必要とする人々とその家族に視点をおいて、家族介護者、継続看護や介護との
　関係、在宅看護の主要な方法としての訪問看護についての理解を深める。

授業計画・授業内容

　在宅看護とは

　在宅看護の社会的背景

　在宅看護の対象者の特徴

　在宅看護の対象者としての家族

　訪問看護の基礎知識

　在宅療養の利点と限界

　在宅看護の目的

　在宅看護における看護師の役割と機能

　退院支援と退院調整

　在宅看護における倫理的課題

　在宅看護過程の展開方法

　統合分野　在宅看護論／医学書院

　筆記試験

　基礎分野、専門基礎分野、専門分野の科目を履修していること

　試験


